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重力の時空間変動からよみとる 2000 年三宅島火山活動の推移 

Spatio-temporal Gravity Variation During the 2000 Volcanic Activity of the Miyake-jima 
Volcano, Japan 
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三宅島において，2000 年 7 月以降10‐30 日程度の頻度で繰返してきた，ハイブリッド重力測定（子定点での絶
対重力測定と相対重力測定の統合）を報告する．約 1 年間にわたる繰返し測定と地殻変動データに基づいて，三宅
島の火山活動のモデル化を試みる．とくにマグマ移動について，その量と移動先についての拘束条件を明確にする． 
 
 
三宅島において，2000 年 7 月以降10‐30 日程度の頻度で繰返してきた，ハイブリッド重力測定（子定点での絶
対重力測定と相対重力測定の統合）を報告する．約 1 年間にわたる繰返し測定と地殻変動データに基づいて，三宅
島の火山活動のモデル化を試み，次のような描像を得た． 
(１)マグマ貫入・陥没準備期（2000．6．26‐2000．7．8）：この段階は，西海岸へのダイク貫入と山頂下 5km
程度でのマグマ溜の減圧，および山頂直下（2km 以浅）での空洞形成で，非常によくモデル化できる． 
（２）山頂陥没期: （2000．7．8‐2000．8．18）： 陥没後‐8．18 爆発までの時期は,５億立方米を超える,
山頂部の陥没が進行した．三宅島山頂カルデラが陥没している以上，三宅島のマグマはどこかに流出していなけれ
ばならない．その流出先の水平距離・深度は，重力変化データによって，強く拘束され，三宅島から概ね水平距離
15km 以遠の領域にほぼ絞られる．ちょうど，神津島周辺の群発地震域と重なるので，そこへマグマが吸い出され
ていったと考えるときわめて自然である．これは，クラックの生成によって，その先端に生じた真空域が吸引源と
なっていると考えれば良い．マグマが水平方向に吸引されると，クラック先端では実効封圧が下がり，ますますク
ラックが成長し，真空領域も増殖する．このような正のフィードバックがはたらいて群発地震がおきる． 
(３)爆発期(2000．8．18-8．29) ： この時期については,経過時間が短いためもあって,重力測定データがな
く,モデルの提示ができない． 
（４）脱ガス期（2000．8．29-）： 島の北東‐南西方向を主軸とする重力増加が認められた．このバタフライ
状パターンは,2000 年 8 月ごろから現れ始め,2001 年１月現在も残っている．暫定的なモデルとしては，北東‐南
西方向の割れ目閉口で説明できる．但し，全島避難後の停電・通信回線障害で地殻変動連続観測データの多くが中
断したため,モデルのユニークネスには多少の問題がある．他に許されるモデル群について，系統的に調査を進め
る予定である． 
 これまでの相対重力計の観測しかない状況であったならば，島内に地殻変動の無視できる安定な「不動点」
を求めることが不可能であるから，重力データはその価値を大きく減殺されていたであろう．火山地域の重力測定
には，絶対重力計のデータが極めて重要な役割を果たすことを強調しておきたい． 


